
●FCバス ①導入時の支援

国補助
約5,000万円

●補助のモデルケース
（FCバス、車両本体価格１億円の場合）

都補助(基本)
約3,000万円

事業者負担
約2,000万円

都補助(上乗せ)
上限2,000万円

条件を満たす場合

②燃料費の支援 水素ステーションに対して支援を実施

●FCタクシー ①導入時の支援

②燃料費の支援 最大130万円/年（水素燃料費とLPガス相当の差額）

都内普及状況
135台走行（R6年度末）

R7年度より支援開始

（参考リンク先）燃料電池バス・タクシー導入促進事業

（参考リンク先）燃料電池バス・タクシー導入促進事業

導入費用約１億円 補助＊受けると約2,000万円
＊国補助・都補助を受けた場合

５年間で５台以上導入で追加2,000万円支援

導入費用約860万円 補助＊受けると約240万円
＊国補助・都補助を受けた場合

５年間で５台＊以上導入で追加240万円支援
＊中小企業の場合は３台以上

助成前

助成後

車両価格
約１億円

国補助
約250万円

●補助のモデルケース
（FCタクシー、車両導入費860万円の場合）

都補助(基本)
上限370万円

事業者負担
約240万円

都補助(上乗せ)
上限240万円

条件を満たす場合

助成前

助成後

車両導入費（本体価格＋装備類費用）
約860万円

■水素モビリティへの支援

（イメージ画像）

（イメージ画像）

水素モビリティ・水素ステーション
東京都の支援策まとめ
東京都では、水素モビリティ・水素ステーションに対して補助を実施し、民間の事業者様
等の取組を後押ししています。各支援の詳細は以下をご参照ください。

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc-bus-2
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc-bus-2


●水素エンジン小型トラック

②燃料費の支援 最大1,200万円/年（水素燃料費と軽油相当の差額）

＊都補助（上乗せ）は改造時に車両調達する費用も対象に含む

R7年度より支援開始

（参考リンク先）
①導入時の支援 燃料電池等トラック実装支援事業
②燃料費の支援 燃料電池等トラック燃料費支援事業

●FCトラック

②燃料費の支援（水素燃料費と軽油相当の差額）
小型トラック 最大900万円/年
大型トラック 最大2,880万円/年

都内普及状況
124台走行（R6年度末）

（参考リンク先）
①導入時の支援 燃料電池等トラック実装支援事業
②燃料費の支援 燃料電池等トラック燃料費支援事業

○補助＊はディーゼルトラック相当額まで支援
（中小企業が導入する場合はメンテナンス経費を含む）

＊国補助・都補助を受けた場合
○上限額
小型トラック 1,300万円（大企業）2,600万円（中小企業）
５年間で10台＊以上導入で補助額が最大3,400万円に拡大
＊大型トラックを一緒に導入する場合は５台以上、中小企業は３台以上

大型トラック 5,600万円（大企業）9,600万円（中小企業）
５年間で５台＊以上導入で補助額が最大１億1,500万円に拡大
＊中小企業は３台以上

FC小型トラック

FC大型トラック

・改造費用から国補助額を除いた額に2/3をかけた額
（最大1,100万円）
５年間で10台＊以上改造で補助額が最大2,200万円に拡大
＊FC大型トラックを一緒に導入する場合は５台以上、中小企業は３台以上

R7年度より販売開始

①導入時の支援

国補助等

●補助のモデルケース
（FC小型トラック、導入者が中小企業の場合）

都補助(基本)
上限2,600万円事業者負担

同等のディーゼル
トラックの
リース価格

助成前

助成後

車両リース価格
（車両本体価格＋メンテナンス経費）

都補助(上乗せ条件を満たす場合)
上限3,400万円

助成後
（上乗せ）

国補助等

＝

①改造時の支援

国補助

●補助のモデルケース

都補助(基本)
上限1,100万円事業者負担

都補助(上乗せ)
上限1,100万円

条件を満たす場合

助成前

助成後

車両改造費用

（提供：i Labo株式会社、イメージ画像）

（イメージ画像）

（イメージ画像）

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc_truck
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc_truck_fuelcost
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc_truck
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc_truck_fuelcost


●FCフォークリフト 導入時の支援

導入費用約1,200万円 補助＊受けると350万円
＊国補助・都補助を受けた場合

自らの都内営業所に水素ST整備で追加350万円支援
（参考リンク先）燃料電池フォークリフト実装支援事業

国補助

●補助のモデルケース
（FCフォークリフト、車両本体価格1,200万円の場合）

都補助(基本)
上限600万円

事業者負担
350万円

都補助(上乗せ)
上限350万円

条件を満たす場合

助成前

助成後

車両本体価格
約1,200万円

■水素ステーションへの支援

●水素ステーション
整備費

助成率 4/5～最大全額、上限額 10億円等 ※諸条件あり
（詳細は、下記のホームページをご参照ください）
（参考リンク先）燃料電池自動車用水素供給設備整備事業

●水素ステーション
活動費

・運営費 助成額 500万円～4,000万円等 ※諸条件あり
・その他、土地賃借料への支援等あり
（詳細は、下記のホームページをご参照ください）
（参考リンク先）
燃料電池自動車用水素供給設備需要創出活動費支援事業

●燃料費（FCバス） 助成額 水素販売価格と軽油相当額の価格差 ※諸条件あり
（詳細は、下記のホームページをご参照ください）

（参考リンク先）
燃料電池自動車用水素供給設備需要創出活動費（水素燃料費）支援事業

（提供：株式会社豊田自動織機）

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/fc-forklift
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/hydrogen_sup
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/hydrogen_act/
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/hydrogen_cost
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